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9.低温加工したアルミニウムのステージⅡの回復におよぼす

不純物原子の影響

斎 藤 隆

低 海 加 工 した金 属 中 には､ 各 種 の 欠陥が 含 まれ てい るが､ これ らの 欠陥の 一 部

は焼 鈍 に よ り消滅 す る｡ これ らは 回復 現 象 と して知 られ て い るが､ Al試料 の ス

テ ージ IIA (60～ 100K)で の 回復 は､ 変 形 途 上 に形 成 され た原 子 空 孔 の うち結 晶 中

の転 位 に捕 獲 され て い た もの が､ そ れ に沿 って拡 散 しジ ョグ に衝 突 して消滅 す る

とい う考 え方が あ る｡ この考 え方 に従 う と､ 不 純 物 を ドープ した試料 を用 い て 実

験 した場 合 には､ 転 位 線 上 の 不純 物 原 子 の 影 響 に よ.り､ 原 子 空 孔 の拡 散が妨 げ ら

れ るで あ ろ う と思 われ る｡ この よ うな観 点 か ら､ 既 に実故 に よ り得 られ て い る ス

テ ージ lIAの 2つ の 回復 ピ ーク (75K,90K)が､ 不純物 原 子 に対 して､ 如 何 な る影

響 を受 け るか を調 べ る ため に､ 等 時 焼 鈍 に よ る電 気抵 抗 洩 定 の 実 験 を行 った｡

実 験 に用 い た試 料 は二 5N-AlとAl-Ge, Al-Si, A1-Cu,

A1-Ag, A1-Mgの 希 簿合 金 の線 状 の もの で あ る｡ この 試 料 を He溢 度 で

それ ぞ れ 的 10%の 伸 張 変 形 を行 っ た後､ 20Kか ら 160Kの 範.田 で､ 5K間

餌で 3分 何 等 時焼 鈍 に よ り電 気抵 抗 の 回律 を淵 定 した｡

その 結 果､ 不 純 物 原子 の＼種 頬 と濃 度 に よ って 回復の 微 分 曲線 が､ 5N -A l

に比 較 して変 化 し､ この変 化 には､ 大別 して次 の 2つの タ イプ が あ る こ とが 解 っ

た｡

① Al-Geの希 薄 合金 で は､ 75K近 傍 の 回復車 は､ 5N-Al に比 較 し

て あ ま り変 わ らな いが､ 90K近 傍 の 回復 率 が特 に減 少 す る (タ イプ - 1)｡

② A1-Cuの希 薄 合金 で は､ 75Ⅹ及び 90Kの 回 復率 が 共 に減 少 す る

(タ イプ - 2)｡

不純 物 原 子 の 速 い に よ り､ 上 記 の よ うな タ イプ に分か れ る理 由 につ い て検討 す る｡
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